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　カワテッポウエビ Alpheus sp. sensu Nomura, 1996 は，福

島県および千葉県，神奈川県，静岡県，和歌山県 （串本町

および那智勝浦町），宮崎県，鹿児島県，琉球列島の主に

河口域から記録されている，十脚目テッポウエビ科のエビ

類である （野村， 1996； 野村・朝倉， 1998； 吉郷， 2009； 三

浦・実政， 2010； 山川ほか， 2022； 和田ほか， 2022； 野村， 

2022； 山川・山下， 2023； 山川・山下， 印刷中）．近年，第

1 および第 4 著者らの採集調査により，本種の特に東日本

における分布は明らかになってきたが （山川ほか， 2022； 

山川・山下， 2023； 山川・山下， 印刷中），西日本における

分布には未だ不明な点が多い．

　第 1–3 著者は 2024 年夏季に兵庫県南あわじ市 （淡路島） 

の河口域で甲殻類を対象とした採集調査を行い，カワテッ

ポウエビ 1 個体を得た．これは本種の同県および瀬戸内海

沿岸からの初記録となるため，その標本情報や生息環境を

報告する．

【標本】
　徳島県立博物館節足動物標本 TKPM-AR 3228 （= 図 1），

1 抱卵雌，頭胸甲長 4.1 mm，兵庫県南あわじ市の河口域 （希

少種への採集圧を考慮して，詳細な地点情報は秘匿とす

る），2024 年 8 月 3 日，手網，山川宇宙採集．

【形態学的特徴および同定】
　上記標本は，額角が第 1 触角柄部基節第 1 節の半分をわ

ずかにこえること，大鉗掌部の背鞍部および腹鞍部に肩を

もつが，それらはオーバーハングしないこと，第 3–4 胸

脚指節はツメ状であること，生時に腹部に明瞭な横帯模

様や黒点をもたないことなどが，野村 （1996） および吉郷 

（2009），山川ほか （2022） のカワテッポウエビ Alpheus sp. 

sensu Nomura, 1996 の特徴とよく一致したため，本種に同

定された．なお，本種は，背面中央の隆起線がやや発達す

ること，額角と眼蓋の間にある溝は浅いこと，大鉗掌部の

背鞍部および腹鞍部の溝は明瞭であること，第 3–4 胸脚長

節に棘状剛毛をもたないことなどから，Anker （2023） にお

ける A. euphrosyne - A. microrhynchus 種群に属する．また，

鉗脚長節の腹側先端に前方を向く歯を有すること，および

大鉗のブランジャーは長大で，前縁の前方は丸く，それ以

外の部分は平であることから，同種群の A. mangalis Anker, 

2023 に最も類似する．他方，少なくとも上記標本は，第

2 胸脚腕節が 5 分節し，第 1 分節が第 2 分節とほぼ同長で

あること （vs 第 1 分節が第 2 分節の約 2 倍），第 3 胸脚前

節腹縁に 11 本の棘状剛毛をもつこと （vs 8 本以下），第 5

胸脚前節腹側縁に 8 本の棘状剛毛をもつこと （vs 2 本） で，
A. mangalis と形態的に異なるため，未記載種である可能性

が示唆された．
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Abstract： A female specimen of the alpheid shrimp Alpheus sp. sensu Nomura,1996 （Japanese name: Kawa-teppouebi） was 
collected from a riverine estuary in Minamiawaji City, Hyogo Prefecture, western Japan. This is the first record of the species not only 
from the prefecture but also from the Seto Island Sea coast.
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【備考】
　上記標本は，海水が流入する河口域の泥底に埋もれた

石の下から採集された．採集時は干潮に近い時間帯で

あり，水深は約 50 cm であった．同所ではチゴイワガニ
Ilyograpsus nodulosus Sakai, 1983 （TKPM-AR 3229–3232） 

や ヤ マ ト オ サ ガ ニ Macrophthalmus （Mareotis） japonicus 

（De Haan, 1835）， マ メ コ ブ シ ガ ニ Pyrhila pisum （De 

Haan,1841） が，約 400 m 上流ではタイワンヒライソモド

キ Ptychognathus ishii Sakai, 1939 やヒメヒライソモドキ Pt. 

capillidigitatus Takeda, 1984 （TKPM-AR 3233–3236） が確認

できた．

　採集された標本は抱卵していたが，卵は発眼していなか

ったことや，本研究では 3 名で約 4 時間の採集調査を実施

したにも関わらず本種は上記 1 標本しか得られなかったこ

とから，当河口域が本種の定常的な生息地になっていると

は考え難い．第 1 および第 2 著者は山口県および広島県，

岡山県，大阪府，愛媛県の瀬戸内海に面した河口域におい

ても，2021–2023 年に本研究と同様の採集調査を行ってい

るが，本種は観察されていない （山川・鎗田， 未発表）．し

たがって，上記標本は，瀬戸内海沿岸の生息地から分散し

てきたのではなく，和歌山県など黒潮に面した生息地から

分散してきた可能性が高い．今後も本研究の採集地点や，

地理的距離が約 10–20 km と近い徳島県の河口域などにお

いて，本種が発見される可能性があり，西日本における本

種の分布状況を詳細に把握するために継続的な採集調査の

実施が望まれる．
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